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住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

　
　生
き
生
き
と
暮
ら
し
た
い

●
街
角
特
派
員
レ
ポ
ー
ト

　４
人
に
１
人
が
高
齢
者

　超
高
齢
社
会
を
迎
え
る

　要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者

　10
年
間
で
２
倍
以
上
に
増
加

No.185

レ ポ ー ト
ま ち か ど

住み慣れたまちで生き生きと暮らしたい

街角特派員

◎第１章

現状を知る
平成 12 年４月から始まった介護保険制度。スタートし

て 10 年がたちましたが、邑楽町の高齢者や介護の状況

などがどうなっているのか、第４期邑楽町高齢者保健

福祉計画・介護保険事業計画などで調べてみました。

◀第４期邑楽町高齢者保健
福祉計画・介護保険事業計
画は、住み慣れた地域で自
立した生活を安心して続け
るための実現に向け、平成
21 年３月に作成。３年を１
期とする事業計画の作成が
法律で義務づけられている。

Ｑ自宅で生活を続けるためにはどんな
サービスが必要ですか？（複数回答）

Ｑ日常生活で困っていることがあります
か？（複数回答）
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無回答
179 人
（人）
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無回答
414 人
（人）

高
齢
者
生
活
意
向
調
査

▼
対
象
者

　町
内
在
住
の
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
人
（
１
、
６
３
１
人
中
１
、

１
５
１
人
回
収
、
回
収
率
70
・
６
％
）

街角特派員

齋藤史子さん
（新中野・33 区）

◎人口・高齢者数・高齢化率の推移◎要介護（要支援）認定者数の推移

Ｑ介護が必要になったらどうしたいです
か？（複数回答）

少しの介護で身の回りのことができる場合

寝たきりの状態になった場合

無回答
123 人
（人）

0 100 200 300

無回答
125 人
（人）

27
年
前
、
義
父
母
（
共
に
70
歳
）
と
同
居
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
す
で
に
義
父
は
肝
臓
ガ

ン
に
冒
さ
れ
て
、
79
歳
で
他
界
。
残
さ
れ
た
義
母

は
喪
失
感
か
ら
、
う
つ
状
態
に
…
。
そ
し
て
、
認

知
症
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

夫
と
二
人
で
世
話
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
度
は

夫
が
脳
梗こ

う
そ
く塞

で
他
界
し
、
義
母
は
寝
た
き
り
の
要

介
護
５
に
…
。
途
方
に
く
れ
ま
し
た
が
、
在
宅
介

護
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
訪
問
看
護
と
訪
問

入
浴
、
訪
問
診
療
、
エ
ア
マ
ッ
ト
付
き
ベ
ッ
ド
を

借
り
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
利
用
。
で
も
、
慣
れ

な
い
介
護
に
疲
れ
て
き
て
、
24
時
間
気
を
張
っ
て

い
た
せ
い
か
不
眠
症
に
な
り
、
夫
の
死
に
対
す
る

喪
失
感
も
加
わ
り
、「
介
護
う
つ
」
に
…
。

「
人
は
生
ま
れ
、
老
い
、
病
気
を
し
、
死
ぬ
…
。

『
生

し
ょ
う
ろ
う
び
ょ
う
し

老
病
死
』
は
当
た
り
前
。
い
づ
れ
我
身
と
思

い
つ
つ
、
頑
張
り
続
け
て
糸
が
切
れ
」

「
他
人
に
言
え
な
い
苦
し
み
を
、
だ
れ
が
知
ろ
う

か
逃
げ
る
に
逃
げ
れ
ぬ
こ
の
泥
沼
を
…
」

今
で
は
、
認
知
症
・
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
や
介
護
者
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、
講
師
の
堀
井

さ
ん
の
お
人
柄
と
、
よ
き
仲
間
に
知
り
合
え
て
、

や
っ
と
前
向
き
な
考
え
方
に
な
り
ま
し
た
。
悩
み

を
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、
助
け
合
い
、
苦
し

み
を
分
か
ち
合
い
、
共
に
生
き
て
い
け
る
、
や
さ

し
い
町
な
ん
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
特
派
員
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
邑
楽
町
の
高

齢
者
・
要
介
護
者
の
現
状
を
知
り
、
介
護
に
つ
い

て
の
利
用
や
相
談
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た

老
後
を
過
ご
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
街
角
特
派
員
は
、
読
者
の
皆
さ
ん
の
代

表
で
す
。
毎
年
公
募
で
決
定
。
一
人
が
年

２
回
ず
つ
、「
広
報
お
う
ら
」
に
レ
ポ
ー

ト
を
掲
載
し
ま
す
。
町
づ
く
り
の
方
向
へ

の
意
見
や
気
に
な
る
事
業
の
進
捗
状
況
、

ま
た
は
自
分
が
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
こ
と
な
ど
、
突
撃
取
材
と
歯
に
衣
着
せ

ぬ
直
言
で
、
皆
さ
ん
の
「
そ
こ
が
知
り
た

い
」
に
答
え
ま
す
。

●よってぃがっせ

高齢者の憩いの場。毎週月・水・

金曜日の午前９時 30 分～午後

３時まで、趣味や食事などで

楽しい時間を過ごしている。
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　高
齢
者
を
支
え
る

　町
の
総
合
相
談
窓
口

　　
邑
楽
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
は
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し
い

生
活
を
送
る
た
め
に
高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
機
関
と
し
て
平
成
18
年
４
月
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
・
福
祉
・
介
護
に
関
す
る
専
門
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
保
健
師
・
社
会
福
祉

士
・
主
任
介
護
支
援
専
門
員
が
連
携
し

て
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
相

談
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な

業
務
は
、
次
の
４
つ
に
な
り
ま
す
。

①
総
合
相
談

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

・
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
相
談
に

の
っ
て
ほ
し
い
な
ど

②
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成

・
今
後
、
介
護
状
態
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
人
の
予
防
支
援
な
ど

③
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
支
援

・
要
介
護
高
齢
者
を
担
当
す
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
抱
え
る
困
難
事
例
に
関
し

て
助
言
を
行
う
な
ど

④
高
齢
者
の
権
利
擁
護
、
虐
待
の
早
期

発
見
・
防
止

・
生
活
相
談
や
成
年
後
見
制
度
の
相
談

・
隣
の
家
か
ら
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
た

り
、
最
近
よ
う
す
が
お
か
し
い
な
ど

　転
倒
・
骨
折
が
原
因
で

　そ
の
ま
ま
介
護
状
態
に
…

　　
高
齢
者
が
元
気
で
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平
成
18
年

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
見
直
さ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
、
こ
れ
か
ら
介
護
状

態
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
人
を
対
象
に

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①

運
動
器
の
機
能
向
上
、
②
栄
養
改
善
、

③
口
く
う
ケ
ア
、
④
閉
じ
こ
も
り
・
う

つ
・
認
知
症
の
予
防
・
支
援
な
ど
。

　
ま
た
、
介
護
状
態
に
な
る
原
因
の
一

つ
に
転
倒
に
よ
る
骨
折
が
あ
り
ま
す
。

加
齢
と
と
も
に
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
高

齢
者
が
、
骨
折
し
て
入
院
す
る
と
そ
の

ま
ま
介
護
状
態
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
町
で
は
、
お
き
あ
が
り
こ
ぼ
し
教

室
や
ま
す
ま
す
元
気
教
室
、
３
Ｂ
体
操

な
ど
の
体
力
・
筋
力
向
上
の
た
め
の
教

室
を
実
施
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
各
種

教
室
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　来
所
が
困
難
な
場
合
は

　訪
問
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す

　　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
相
談
の

ほ
か
に
、
そ
の
家
族
の
相
談
窓
口
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
の
セ
ン

タ
ー
へ
の
相
談
件
数
は
、
２
１
１
件
。

そ
の
う
ち
31
件
は
、
セ
ン
タ
ー
に
来
所

す
る
の
が
難
し
い
高
齢
者
へ
の
訪
問
相

談
で
す
。
相
談
の
中
で
も
っ
と
も
多
い

の
が
、
介
護
を
受
け
た
い
け
ど
、
ど
の

よ
う
に
手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
と

い
う
こ
と
。
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ

て
10
年
た
ち
ま
し
た
が
、
介
護
が
必
要

と
な
る
ま
で
は
、
な
か
な
か
利
用
に
つ

い
て
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
心
身
の
状
況
や
生

活
実
態
の
把
握
を
通
じ
て
専
門
的
な
支

援
を
行
っ
た
り
、
相
談
の
内
容
に
応
じ

て
情
報
を
提
供
。
本
人
や
家
族
が
要
介

護
認
定
の
申
請
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
な
ど
は
、
手
続
き
を
代
行
し
ま

す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
以
外
で
も
指
定

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
や
介
護
保
険
施

設
な
ど
で
も
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　高
齢
者
に
関
す
る
相
談
や

　悩
み
事
は
セ
ン
タ
ー
へ

　　
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
高
齢
者
の
生

活
を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
安
心
し
て
送
れ
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
介
護

予
防
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
に
関
す
る
こ

と
で
、
相
談
や
悩
み
事
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
早
め
に
お
気
軽
に
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎第２章

介護の窓口
介護が必要になったとき、どのように手続きしていい

のか、どこに相談していいのかわかりませんでした。

そこで、介護の総合相談窓口として機能している邑楽

町地域包括支援センターでお話を伺ってきました。

■高齢者虐待防止のための出前講座　
群馬県高齢者虐待対応専門職チームの協力を得て、
虐待防止のための講座を開催します。法律のやさし
い理解と虐待の早期発見のポイントをアドバイスし
ます。また、相談にも応じます。
▼期日　12月８日㈬
▼時間　午後１時30分〜３時30分
▼会場　保健センター
▼対象　制度を学びたい人や相談してみたい人、民
生委員、介護保険関係者など
▼定員　40人
▼申込方法　電話で申し込む

■成年後見制度学習会　
成年後見制度とは、知的障害や精神障害、認知症など
で自分の意思をしっかり伝達できない人や判断力の
乏しい人などの生活と権利を守るために、本人に代
わって法律行為などを行う代理人を選任する制度。
学習会では、初歩的なレベルから具体的な内容まで
わかりやすく学びます。また、相談にも応じます。
▼期日　平成23年１月19日㈬
▼時間　午後１時30分〜３時30分
▼会場　保健センター
▼対象　制度を学びたい人や相談してみたい人など
▼定員　40人
▼申込方法　電話で申し込む
▼申込・問合先　町地域包括支援センターＧ80-9300

ますます元気教室は、体

力をつけたいとか歯や

口の中が気になるシニ

ア世代の人を対象に健

康で自立した生活を送

るための教室です。毎

月２回開催しています。

ぜひ、ご参加ください。

ますます元気教室

音楽療法教室は、音楽

が脳に働きかけ、スト

レス解消や認知症予防

にも効果があるといわ

れています。身近な音

楽にいやされながら健

康づくりをしてみませ

んか。

音楽療法教室

邑楽町地域包括支援センターＧ80-9300
▼場所　邑楽町保健センター内（中野2570-3）
▼休館日　土・日、祝日、年末年始
▼開館時間　午前８時30分〜午後５時15分
群馬県認知症コールセンター
▼相談日　月〜金曜日（祝日、年末年始を除く）
▼時間　午前９時〜午後６時
▼開館時間　午前８時30分〜午後５時15分
▼問合先　Ｇ027-269-4432、Ｃ027-264-3522

介護は長期にわたるこ

とが多く、家族だけで頑

張っても限界がありま

す。介護者同士のいろ

いろな悩みや相談、交

流などで、介護者の心

身のストレスを緩和す

ることが必要です。

介護者サロン

介護予防サポーター講

習会は、介護を受けない

ようにするにはどうし

たらよいのかを学びま

す。口くうケアや栄養

改善、認知症の理解と

予防、介護予防の運動

指導や体操を学びます。

介護予防サポーター講習会

今後の予定…

介護予防を学び、悩みを相談する できるだけ介護を受けないために

No.185

レ ポ ー ト
ま ち か ど

住み慣れたまちで生き生きと暮らしたい

街角特派員

高齢者やその家族の総合相談窓口、邑楽町地域包括支援センター

■
要
介
護
原
因

「国民生活基礎調査より」

町地域包括支援センター
社会福祉士

堀井雅明さん

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
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ん
を
は
じ
め
、
民
生
・
児
童
委
員
さ

ん
、
ふ
れ
あ
い
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
を
中
心
に
手
作
り
料
理
や
楽
し
い

ゲ
ー
ム
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
昼
食
の
準
備
な
ど
は
、
手
間
が

か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
の
「
お
い
し
い
」
の
一
言
が
お
い

し
い
手
作
り
料
理
の
源
だ
そ
う
で
す
。

食
事
の
準
備
を
す
る
役
員
さ
ん
た
ち
の

呼
吸
は
ぴ
っ
た
り
で
手
際
が
よ
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
日
の
主
役
は
、
こ
の
日
１
０
０
歳

を
迎
え
た
田
口
リ
ト
さ
ん
。
お
祝
い
に

駆
け
つ
け
た
町
長
の
金
子
さ
ん
か
ら
慶

祝
状
と
花
束
、
記
念
品
な
ど
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
１
０
０
歳
に
な
る
と
内
閣

総
理
大
臣
と
群
馬
県
知
事
な
ど
か
ら
慶

祝
状
が
届
く
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
慶

祝
状
や
花
束
と
一
緒
に
み
ん
な
で
記
念

写
真
を
撮
影
。
区
長
さ
ん
や
町
長
の
金

子
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
で
、
田
口
リ
ト
さ

ん
の
１
０
０
歳
誕
生
会
が
ス
タ
ー
ト
。

手
作
り
料
理
を
前
に
し
て
、
ケ
ー
キ
の

上
に
立
て
ら
れ
た
ろ
う
そ
く
を
一
息
で

消
す
リ
ト
さ
ん
。
と
て
も
１
０
０
歳
と

は
感
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
元
気
で
す
。

　
リ
ト
さ
ん
は
、
農
業
を
し
な
が
ら
８

人
の
子
ど
も
を
育
て
た
そ
う
で
す
。
好

き
嫌
い
な
く
何
で
も
よ
く
食
べ
、
特
に

し
ょ
っ
ぱ
い
も
の
が
好
き
で
、
中
で
も

明
太
子
が
好
き
と
い
う
リ
ト
さ
ん
。
最

近
ま
で
、
自
宅
で
草
花
を
育
て
て
い
た

そ
う
で
す
。
長
生
き
の
秘
訣
は
と
聞
く

と
、
何
で
も
よ
く
食
べ
る
け
ど
、
腹
八

分
目
を
心
掛
け
て
い
ま
す
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
リ
ト
さ
ん
は
、
ふ
れ
あ
い

In
te
rv

ie
w

９
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
人
た
ち
に
話
を
聞
き
ま
し
た

◎千原田向地・９区
区長

川島昌美さん

地域のつながりは大切

近年、高齢化が進んでいま

すが、民生・児童委員さん

やふれあい・ボランティア

の皆さんがよく協力して

くれるので助かっていま

す。これからも、みんなが

笑顔で安心して暮らせる

ように地域のつながりを

大切にしていきたいです。

◎９区ふれあいサロン
事務局長

田口重子さん

みんなの笑顔のために

区の皆さんには、義母の

100 歳のお祝いをしていた

だいて感謝しています。９

区ふれあいサロンで用意

する食事はみんな手作り。

これからも民生・児童委員

さんやボランティアの人

たちと一緒に、おいしい昼

食を用意していきます。

◎ボランティア
民生・児童委員

清水喜久江さん

真心込めて食事を作る

事務局長の田口さんやボ

ランティアの皆さんと一

緒にお手伝いをしていま

す。皆さんのおいしく食べ

ている笑顔を見ると、作っ

てよかったと思いますね。

これからも、皆さんに喜ん

でもらうために、真心込め

て食事を作っていきます。

◎利用者　76 歳
千原田向地・９区

清水久美さん

温かい雰囲気が大好き

田口さんの 100 歳の誕生

会に当たって、日本舞踊を

披露しました。ふれあいサ

ロンは、みんな友達や家族

のように何でも話しがで

きるので、この温かい雰囲

気が大好き。これからも、

お茶したりお話したりし

て利用したいと思います。

サ
ロ
ン
の
利
用
者
で
毎
回
欠
か
さ
ず
参

加
。
み
ん
な
で
お
茶
を
し
な
が
ら
、
気

兼
ね
な
く
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ

と
で
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
の

だ
そ
う
で
す
。

　地
域
全
体
で
高
齢
者
を

　支
え
る
こ
と
が
大
切

　
９
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
利
用
者

は
、
70
歳
代
か
ら
１
０
０
歳
の
リ
ト
さ

ん
ま
で
の
高
齢
者
。
で
も
、
こ
う
し
て

元
気
な
笑
顔
を
見
て
い
る
と
、
地
域
全

体
で
高
齢
者
を
支
え
る
こ
と
で
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
介
護

保
険
の
対
象
者
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

01９区ふれあいサロン

ふれあいサロンは地域の

お年寄りの憩いの場です

①田口リトさん。明治 43 年 11 月 15

日生まれの 100 歳。ふれあいサロン

が楽しみで、毎回参加している。好

き嫌いなく何でもよく食べ、特に明

太子が好物。長生きの秘訣は、腹八

分目を心掛けること。草花が好きで、

中でもバラがお気に入り

②清水久美さんが、日本舞踊を披露。

始めて 50 年近くになる華麗な踊り

で、100 歳のお祝いに華を添えた

①②

◎第３章

地域で支える
ふれあいサロンは、地域住民が中心に運営する楽しく、気軽にだ

れでも参加できる「つどいの場」。和気あいあいとした雰囲気の中、

お茶会や楽しいゲームなどを行うことにより、閉じこもり予防・

社会参加のきっかけづくりを目的としています。

　ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で

　田
口
リ
ト
さ
ん
の
誕
生
会

　
11
月
15
日
午
後
２
時
。
９
区
公
民
館

で
１
０
０
歳
を
迎
え
た
田
口
リ
ト
さ
ん

の
誕
生
会
が
あ
る
と
聞
い
て
伺
い
ま
し

た
。
こ
こ
千
原
田
向
地
・
９
区
は
、
人

口
３
６
９
人
、
１
２
９
世
帯
で
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
は
約
90
人
。
こ
の
公
民

館
に
行
政
区
の
役
員
さ
ん
や
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
30
人
ほ
ど

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
平
成
16
年
９

月
に
発
足
。
区
長
さ
ん
や
事
務
局
長
さ

11 月 15 日に開かれた９区ふれあいサロン。１００歳を迎えた田口リトさんを囲んで誕生会を開きました
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　み
ん
な
手
作
り
料
理
を

　持
ち
寄
っ
て
集
ま
る

　
こ
の
谷
中
蛭
沼
・
11
区
の
人
口
は
、

１
、
１
６
１
人
、
４
３
２
世
帯
と
、
邑

楽
町
で
は
人
口
の
多
い
行
政
区
。
そ
の

内
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
２
５
０
人

と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
10
年
く

ら
い
前
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
援
助

を
受
け
な
が
ら
、
区
長
や
民
生
・
児

童
委
員
な
ど
を
中
心
に
「
よ
っ
て
が
っ

せ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
11
月
14
日
午
前
10
時
。
11
区
公
民
館

に
地
域
の
お
年
寄
り
が
自
転
車
や
徒
歩

で
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
中
に
は
、
前
日

か
ら
準
備
を
し
赤
飯
を
作
っ
て
き
た

人
。
も
つ
煮
を
作
っ
て
き
た
人
、
煮
物

や
漬
け
物
を
用
意
し
て
き
た
人
な
ど
。

み
ん
な
手
作
り
料
理
を
持
ち
寄
る
の

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
公

民
館
の
机
を
ふ
い
た
り
お
茶
の
準
備
を

し
た
り
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
目
玉
は
、
軽
体
操
。
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
小
林
さ
ん
を

講
師
に
、
約
１
時
間
か
け
て
足
腰
な
ど

の
筋
力
ア
ッ
プ
や
口
く
う
体
操
、
認
知

症
予
防
に
効
果
が
あ
る
体
操
な
ど
で
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
軽
体
操

が
終
わ
る
と
、
お
楽
し
み
の
昼
食
。

持
ち
寄
っ
た
手
作
り
料
理
を
囲
み
な
が

ら
、
み
ん
な
の
楽
し
い
会
話
が
弾
み
、

そ
の
雰
囲
気
は
ま
る
で
昔
の
大
家
族
の

よ
う
で
し
た
。

　よ
っ
て
が
っ
せ
は
地
域
の

　お
茶
会
の
場
、
憩
い
の
場
　

　
よ
っ
て
が
っ
せ
は
、
年
間
10
回
開

催
。
カ
ラ
オ
ケ
や
健
康
ダ
ン
ス
、
百
万

遍
、
金
婚
式
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
発

足
か
ら
10
年
が
た
ち
、
地
域
の
利
用
者

も
増
え
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
集
う
人
み
ん
な
が
明
る
く
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
地
域
の
人
た

ち
が
、
気
兼
ね
な
く
気
軽
に
参
加
し
て

ほ
し
い
、
と
願
い
を
込
め
て
命
名
さ
れ

た
よ
っ
て
が
っ
せ
。
地
域
の
お
年
寄
り

の
お
茶
会
の
場
、
憩
い
の
場
と
し
て
、

11
区
公
民
館
に
は
毎
回
い
き
い
き
と
し

た
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
気
軽
に
よ
っ
て
が
っ
せ
。

Interview よってがっせに参加した人たちに話を聞きました

◎
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
師

小
林
葉
子
さ
ん

転倒予防で楽しい暮らしを

介護が必要になる主な原因に、

高齢による体力の衰えのほか

に転倒による骨折があります。

軽体操は、足腰の強化を中心

に介護予防に効果があるとさ

れる体操。また、認知症予防

には、指や手を使った体操が

効果があります。手軽にでき

るのでぜひ続けてほしいです。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

民
生
・
児
童
委
員

今
寺
洋
子
さ
ん

◎
利
用
者

91
歳

　谷
中
蛭
沼
・
11
区

物
江
イ
ク
さ
ん

◎
利
用
者

85
歳

　谷
中
蛭
沼
・
11
区

大
野
ハ
ル
さ
ん

多くの人に利用してほしい

６年前から民生・児童委員を

しています。よってがっせで

は、行政区の役員さんと一緒

に、昼食の手配やお茶菓子な

どを準備。でも、だいたいの

料理は利用者の皆さんが家で

作ってきてくれるので、とて

も助かります。一人でも多く

のかたに利用してほしいです。

毎回楽しみにしています

10 年前に邑楽町に引っ越して

きました。５年くらい前から

よってがっせを利用していま

す。ここに来るようになって、

友達がたくさんできました。

みんなの元気な顔を見たり、

おしゃべりしたりしてとても

楽しいです。毎回楽しみに参

加しています。

みんなの喜ぶ顔が見たくて

みんなの喜ぶ顔が見たくて、

毎回、全員分の赤飯を炊いて

きます。前の日から仕込みを

して、当日も早朝から準備を

しますが、ここに来るのが楽

しみなので、全然おっくうで

はないですね。みんなで食事

をしたりお茶をしたりするの

が、とても楽しみなんですよ。

02よってがっせ
第11区いきいき茶話会

11
月
14
日
に
行
わ
れ
た
軽
体
操
。
転
倒
予

防
や
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
体
操
を

ゆ
っ
く
り
１
時
間
か
け
て
行
い
ま
し
た

11 月 14 日に開かれた、よってがっせ。持ち寄った料理を囲んでの昼食では会話も弾みます

名称 活動拠点
第２区ふれあい広場 第２区公民館

３区いきいきサロン 第３区公民館

前原ふれあいサロン 前原公民館

第五区天王元宿ふれあい広場 天王元宿公民館

第六区ふれあいひろば 第六区公民館

七区ふれあいサロン 第７区区民館

いきいきサロン 第八区公民館

ふれあいサロン 千原田公民館

よってがっせ １１区公民館

ふれあいサロン 鶉区民館

１３区ふれあいサロン 鶉区民館

鶉新田ふれあい会 鶉新田集会所

光善寺ふれあいいきいきサロン 光善寺公民館

くつろぎサロン藤の会 藤川転作促進集落センター

ふれあいサロン 秋妻公民館

一本木げんき村ふれあいの里づくり事業 一本木公民館

ふれあいサロン 石打構造改善センター

ふれあいサロン 住谷崎公民館

坪谷ふれあいサロン 坪谷稲荷神社社務所

ふれあい仲良しサロン 第２３区公民館

２４区ふれあい会 宮内集会所

２７区ふれあいサロン 十三軒集落センター

ふれあいサロン 狸塚総合研修センター

２９区ふれあい地域づくり 本郷江原集落センター

ふれあいサロン新中野 邑楽町立集会所

いきいきエンジョイサークル明野 明野公民館

ふ
れ
あ
い
地
域
づ
く
り
事
業
実
施
団
体

住み慣れたまちで生き生きと暮らしたい
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　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

　自
分
ら
し
く
過
ご
し
て

　訪
問
介
護
・
訪
問
入
浴
で

　真
心
を
宅
配
し
ま
す

◎第４章

負担の軽減
介護は、要介護者本人の要介護度や目標などによって

いろいろなサービスが利用できます。その中で、訪問

介護やデイサービス、グループホームをサービス提供

している事業所にお伺いしお話を聞いてきました。

邑楽町デイサービスセンター
介護施設係長

小澤友美さん

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

　そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

邑楽町社会福祉協議会
居宅介護係長

檜山雅崇さん

つむぎの里
グループホーム施設長

川島香瑞美さん

◀
移
動
入
浴
車

▶
利
用
者
の
部
屋
（
つ
む
ぎ
の
里
）

◀
介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
主
な
サ
ー
ビ
ス
（
施
設
サ
ー
ビ
ス
以
外
で
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

サ
ー
ビ
ス
実
施

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

審
査
・
認
定

認
定
調
査
・

医
師
意
見
書

申
請
書
提
出

（
役
場
保
険
年
金
課
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
…

サービスの名称 サービスの内容

介
護
サ
ー
ビ
ス
（
在
宅
サ
ー
ビ
ス
）

訪問介護
（ホームヘルプ）

ホームヘルパーが居宅を訪問し、身体介護や生活援助（食
事・掃除・洗濯・買い物など）をします。

訪問入浴介護
介護員と看護師が居宅を訪問し、移動入浴車などで入浴
介護をします。

訪問リハビリテーション
理学療法士や作業療法士、言語聴覚士が居宅を訪問し、
リハビリをします。

居宅療養管理指導
医師、歯科医師、薬剤師、管理栄養士などが居宅を訪問し、
療養上の管理や指導をします。

訪問看護
疾患などを抱えている人について、看護師が居宅を訪問
して、療養上の世話や診療の補助をします。

通所介護（デイサービス）
通所介護施設で、食事、入浴などの日常生活上の支援や、
生活行為向上のための支援を日帰りで行います。

通所リハビリテーション
（デイケア）

老人保健施設や医療機関などで、日常生活上の支援や生活
行為向上のためのリハビリテーションを日帰りで行います。

特定施設入居者生活介護
有料老人ホームなどに入居している高齢者に、日常生活
上の支援や介護を提供します。

短期入所生活介護
（ショートステイ）

福祉施設に短期間入所して、日常生活上の支援（食事、
入浴、排せつなど）や機能訓練などが受けられます。

短期入所療養介護
（医療型ショートステイ）

老人保健施設などに短期間入所して、医療上のケアを含む日
常生活上の支援や機能訓練、医師の診療などが受けられます。

施
設
サ
ー
ビ
ス

介護老人保健施設
（老人保健施設）

病状が安定している人に対し、医学的管理のもとで看護、
介護、リハビリテーションを行う施設です。医療上のケア
やリハビリテーション、日常的介護を一体的に提供します。

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

寝たきりや認知症で日常生活において常時介護が必要で、
自宅では介護が困難な人が入所します。食事、入浴、排せ
つなどの日常生活介護や療養上の世話が受けられます。

介護療養型医療施設
（療養病床等）

急性期の治療は終わったものの、医学的管理のもとで長期
療養が必要な人のための医療機関です。医療、看護、リハ
ビリテーションなどが受けられます。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

小規模多機能型居宅介護
通所を中心に、利用者の選択に応じて訪問系や泊まりの
サービスを組み合わせ、多機能なサービスを受けられます。

地域密着型特定施設入居
者生活介護

定員が 30 人未満の小規模な介護専用の有料老人ホームな
どで、食事・入浴、機能訓練などのサービスを受けられます。

地域密着型介護老人福祉
施設入所者生活介護

定員が 30 人未満の小規模な介護老人福祉施設に入所する
人が、食事・入浴、機能訓練などのサービスを受けられます。

認知症対応型通所介護
認知症高齢者を対象に、食事や入浴、専門的なケアが日
帰りで受けられます。

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

認知症高齢者が、共同生活をする住宅で、スタッフの介
護を受けながら、食事・入浴などの介護や支援、機能訓
練を受けられます。

夜間対応型訪問介護
24 時間安心して住宅生活が送れるよう、巡回や通報シス
テムによる夜間専用の訪問介護サービスです。

福
祉
用
具
貸
与
・
購
入
、
住
宅
改
修

福祉用具貸与
車いす、特殊寝台、移動用リフト、歩行支援具、認知症
老人はいかい感知機器などを貸与するサービスです。

特定福祉用具販売
腰掛け便座、特殊尿器、入浴補助用具、簡易浴槽、移動
用リフトのつり具などを指定された業者から購入したと
き、購入費が支給されます。

在宅改修費支給
手すりの取り付けや段差解消などの住宅改修をしたとき、
20 万円を上限に費用が支給されます。自己負担は 1割。

要
介
護
５

要
介
護
４

要
介
護
３

要
介
護
２

要
介
護
１

要
支
援

１
・
２

要
介
護
度

寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
で
、
食
事
・
着

替
え
・
排
せ
つ
に
全
面
的
介
護
が
必
要

寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
で
、
食
事
・

着
替
え
・
排
せ
つ
に
介
護
が
必
要

食
事
・
着
替
え
・
排
せ
つ
な
ど
、
い

ず
れ
に
も
一
部
介
護
が
必
要

食
事
な
ど
は
何
と
か
一
人
で
で
き
る

が
、
排
せ
つ
に
介
護
が
必
要

食
事
・
着
替
え
な
ど
が
お
お
む
ね
自

立
し
て
い
る
が
、
一
部
介
護
が
必
要

食
事
・
着
替
え
な
ど
が
お
お
む
ね

自
立
し
て
い
る
が
、
と
き
ど
き
支

援
が
必
要

高
齢
者
の
状
態
の
一
例

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る
人

は
、
役
場
保
険
年
金
課
窓
口
に
認
定

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
、

本
人
ま
た
は
家
族
の
ほ
か
、
成
年
後

見
人
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
や
介
護

保
険
施
設
な
ど
で
も
代
行
し
て
も
ら

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
問
合
先
　
役
場
保
険
年
金
課

Ｇ
47

５
０
２
１
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事業所名 住所 電話番号

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
所

訪
問
介
護

訪
問
看
護

訪
問
入
浴
介
護

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）

短
期
入
所
生
活
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

短
期
入
所
療
養
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

地　域　密　着　型 介
護
老
人
福
祉
施
設

介
護
老
人
保
健
施
設

認
知
症
対
応
型

通
所
介
護

小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

地
域
密
着
型

介
護
福
祉
施
設

①

居宅介護支援センターほほえみ

石打 1454-1

55-0067 ●

ほほえみケアステーション 80-9667 ●

ほほえみ在宅看護ステーション 55-0066 ●

デイほほえみの里 55-0068 ●

ほほえみの里 55-0069 ●

②

邑楽町社会福祉協議会 中野 1341-1 88-2408 ● ● ●

邑楽町デイサービスセンター 中野 1342 89-1522 ●

③

特別養護老人ホームやまつつじ

中野 218-1

80-9000 ● ●

デイサービスやまつつじ 80-9202 ●

邑楽町在宅介護支援センターやまつつじ 80-9205 ●

④

つむぎの里 居宅介護支援事業所
中野 2204-9 91-8955

●

つむぎの里 デイサービス ● ●

つむぎの里 グループホーム 中野 2204-8 88-7619 ●

⑤

特別養護老人ホーム すずかけ荘
中野 5260-1 91-8151

●

小規模多機能ホーム すずかけ ●

⑥ ㈲大谷薬局 中野 4870-4 88-0162 ●

⑦

訪問看護ステーション かがやき 篠塚 3070-1

70-2266 ●

70-2299 ● ●

デイサービスセンター かがやき 篠塚 3072-1 70-2244 ●

⑧ アイアンドエイチサービス 邑楽 狸塚 1563-1 88-8560 ●

⑨

トータルケアサービス
狸塚 2550-1 70-9515

● ● ●

デイサービス あいの ●

⑩ ㈲十字屋薬局 赤堀 3969 88-2177 ●

⑪

介護老人保健施設ラポール・レイゾン 赤堀 1031 88-8000 ● ● ●

ケアステーション ラポール 赤堀 1982 88-8220 ●

⑫

ヴィラ居宅介護支援事業所

赤堀 8 70-2240

●

グループホーム ヴィラ ●

デイサービス ヴィラ ●

小規模多機能ホーム はるかぜ
赤堀 9 70-2555

●

デイサービス はるかぜ ●

●介護（予防）サービス提供事業所

No.185

レ ポ ー ト
ま ち か ど

住み慣れたまちで生き生きと暮らしたい

街角特派員

◎最終章

家族の介護
小幡（旧姓上武）洋次郎さんと兄夫婦は、98歳になる

母静子さん（馬場大林・25区）を訪問介護サービスな

どを利用しながら自宅で介護しています。そこで、ふ

だん介護しているようすなど、お話を伺ってきました。

98
歳
に
な
る
母
は
、
10
年
以
上
前
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
の
訪
問
介
護
な
ど
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
５
月
に
転
倒

し
て
背
骨
を
圧
迫
骨
折
。
約
半
月
入
院

し
て
か
ら
寝
た
き
り
に
…
。
耳
が
少
し

遠
く
な
り
ま
し
た
が
、
家
族
の
話
す
こ

と
は
理
解
で
き
ま
す
し
、
し
っ
か
り
し

て
い
る
ん
で
す
よ
。
夜
は
隣
の
部
屋
で

寝
ま
す
が
、
何
か
あ
っ
た
場
合
は
、
手

元
に
あ
る
ブ
ザ
ー
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま

す
。
昔
か
ら
あ
ま
り
出
掛
け
る
の
が
苦

手
な
母
は
、
家
が
一
番
居
心
地
い
い
ん

で
す
よ
。
子
ど
も
思
い
の
母
で
し
た
の

で
、
育
て
て
も
ら
っ
た
恩
返
し
に
、
感

謝
の
気
持
ち
で
一
日
一
日
を
共
に
大
切

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◎小幡（旧姓上武）洋次郎さん

足利市在住。１か月のうち約 20

日間を母静子さんと一緒に過ご

す。一日一日を大切に、兄夫婦と

一緒に母の介護をしている。

◎上武静子さん

大正元年８月 20 日生まれ。98 歳。

昔から働き者で、辛抱強く、子ども

思い。相撲、野球などのスポーツ番

組や歌番組が大好き。現在の介護

度は４。週６日、月～土曜日の

１日３回の訪問介護と週１回の

訪問入浴を利用。毎週金曜日の訪

問入浴を楽しみにしている。

取
材
を
終
え
て

ど
ん
な
人
で
も
、
年
を
と
り
、
や
が
て

人
生
を
終
え
る
と
き
が
や
っ
て
き
ま

す
。
決
し
て
遠
い
将
来
で
は
な
い
こ
と

を
、
一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
派
員
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
取
材
し
て

い
く
中
で
一
生
懸
命
に
介
護
に
関
わ
っ

て
い
る
人
た
ち
や
、
地
域
の
高
齢
者
を

支
え
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
心
強
く
感
じ
た
の
と
同
時
に
、

私
も
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
お
手

伝
い
し
、
い
ず
れ
お
世
話
に
な
る
時

に
、
お
願
い
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

昔
と
違
っ
て
今
は
、
少
子
高
齢
化
や
核

家
族
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
先
の
見
え

な
い
介
護
は
家
族
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け

ま
せ
ん
。
介
護
を
受
け
る
人
も
、
介
護

す
る
人
も
、
み
ん
な
だ
れ
か
に
支
え
ら

れ
て
生
き
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
互
い

に
支
え
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
、
こ

れ
か
ら
も
介
護
施
設
や
行
政
機
関
を
は

じ
め
、
地
域
な
ど
が
密
接
な
連
携
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
生
き
生
き
と
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
…
。

街
角
特
派
員

　齋
藤
史
子
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